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統
一
地
方
選
挙
後
の
4
月
28
日
、
自
民
党
京
都
府
支
部
連
合
会
は
、
第
58
回
定

期
大
会
を
開
き
、役
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
、会
長
・
幹
事
長
の
人
選
を
行
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
会
長
に
は
谷
垣
禎
一
衆
議
院
議
員
、
幹
事
長
に
は
田
中
セ
ツ
子
京
都

市
会
議
員
を
選
出
し
た
。
田
中
幹
事
長
は
自
民
党
の
都
道
府
県
連
で
は
全
国
初
の

女
性
幹
事
長
と
な
る
。
大
会
で
、
伊
吹
文
明
会
長
は
、
統
一
地
方
選
挙
を
総
括
し
、

「
京
都
で
は
府
市
会
で
議
席
は
確
保
で
き
た
も
の
の
、得
票
率
は
低
下
。
も
う
一
度
、

党
支
部
、
後
援
会
、
支
援
団
体
の
組
織
の
点
検
が
必
要
。
参
院
選
、
京
都
市
長
選

に
は
必
勝
を
期
し
て
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
危
機
感

を
訴
え
た
。

谷
垣
新
会
長
は
、「
町
村
合
併
に
よ
り
活
動
を
支
え
る
地
方
議
員
が
減
り
、
ま
た
、

年
以
上
の
時
間
が
経
過
し
て
い
る
。
し
か
し
、
今
な

お
貧
困
状
態
か
ら
脱
し
切
れ
て
い
な
い
。
中
で
も

タ
ン
ザ
ニ
ア
は
ひ
ど
く
、
首
都
の
ダ
ル
エ
ス
サ
ラ
ー

ム
は
さ
び
れ
て
い
る
。
★
町
で
は
お
び
た
だ
し
い
数

の
人
々
が
歩
い
て
い
る
。
目
的
が
あ
っ
て
歩
い
て
い

る
の
か
、
当
て
も
な
く
歩
い
て
い
る
の
か
分
か
ら
な

い
。
恐
ら
く
定
職
も
な
く
、
毎
日
す
る
こ
と
も
な

く
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
身
に
着
け
て
い
る
服
装
は
み
す
ぼ
ら
し
く
、
い

か
に
も
貧
し
い
と
い
う
印
象
で
あ
る
。
た
だ
救
い
は

人
々
の
顔
の
表
情
が
明
る
く
、
人
の
良
さ
そ
う
な
感

じ
が
す
る
こ
と
で
あ
る
。
★
終
戦
直
後
の
日
本
の

様
子
を
私
は
記
憶
し
て
い
る
が
、
現
在
の
タ
ン
ザ
ニ

ア
は
、
そ
れ
以
下
の
生
活
レ
ベ
ル
で
は
な
い
か
と
思

う
。
現
在
、
日
本
人
は
極
め
て
少
数
の
人
を
除
い

て
、
豊
か
で
、
文
化
的
な
生
活
を
楽
し
ん
で
い
る
。

い
や
、
贅
沢
す
ぎ
る
ほ
ど
の
、
暖
衣
飽
食
の
世
界
に

埋
没
し
て
い
る
。
★
ア
フ
リ
カ
の
貧
し
い
国
を
見
る

と
人
生
観
が
変
わ
る
と
良
く
言
わ
れ
る
。
確
か
に

タ
ン
ザ
ニ
ア
の
状
態
を
見
る
と
、
同
じ
人
間
と
し
て

生
ま
れ
て
、
こ
れ
ほ
ど
違
う
の
か
と
、
日
本
人
と
し

て
生
ま
れ
た
運
命
を
幸
せ
に
思
う
。
日
本
で
問
題

に
な
っ
て
い
る
勝
ち
組
、
負
け
組
、
格
差
是
正
問
題

も
重
要
で
あ
る
が
、
か
の
国
の
悩
み
か
ら
す
れ
ば
贅

沢
な
悩
み
と
言
え
そ
う
だ
。
ア
フ
リ
カ
の
安
定
と

平
和
は
世
界
に
と
っ
て
大
事
な
こ
と
で
あ
り
、
議
員

と
し
て
出
来
る
限
り
の
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
痛
切
に
感
じ
た
。

恒 心

★
ア
フ
リ
カ
の
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
ケ
ニ
ア

そ
し
て
モ
ロ
ッ
コ
を
訪
問
し
た
。
タ
ン

ザ
ニ
ア
、
ケ
ニ
ア
両
国
は
世
界
の
中

で
最
も
貧
し
い
国
で
あ
る
。
日
本
の

両
国
へ
の
援
助
は
歴
史
が
古
く
、
40

自民党京都府連、新役員決定
会長に谷垣氏、幹事長に田中セツ子氏
自民党京都府連、新役員決定
会長に谷垣氏、幹事長に田中セツ子氏

二
ノ
湯
議
員
、
筆
頭
副
会
長
に
就
任

構
造
改
革
の
影
響
で
支

援
団
体
の
機
能
も
低
下

し
、
自
民
党
の
足
腰
が

弱
ま
っ
て
い
る
。
各
支

部
に
お
い
て
、
今
回
の

選
挙
の
問
題
点
・
反
省

点
を
踏
ま
え
て
、
党
勢

拡
大
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
党
組
織

の
再
建
へ
の
決
意
を
述

べ
た
。

7
月
に
参
院
選
、

年
明
け
に
は
京
都
市
長

選
と
今
後
の
日
本
と
京

都
の
針
路
を
左
右
す
る

重
要
な
選
挙
を
控
え
、

今
回
就
任
し
た
谷
垣

会
長
、
田
中
幹
事
長
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
大

い
に
期
待
さ
れ
る
。
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質問する二ノ湯議員

参
議
院
総
務
委
員
会

　

ニ
ノ
湯
氏
、

消
防
法
改
正
法
で
質
問

去
る
4
月
24
日
、
参
議
院
総
務
委
員
会
で
消
防

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
が
審
議
さ
れ
た
。

こ
の
法
案
は
、
大
規
模
な
地
震
が
続
く
中
、
被
害

軽
減
の
た
め
地
震
災
害
に
対
応
し
た
防
災
体
制
を

整
備
し
、
大
規
模
・
高
層
建
築
物
で
の
自
衛
消
防

組
織
の
設
置
を
義
務
づ
け
る
法
案
で
あ
る
。
二
ノ

湯
議
員
は
、
自
民
党
を
代
表
し
て
、
質
問
に
立
っ

た
。
主
な
や
り
と
り
は
以
下
の
通
り
。

☆
二
ノ
湯
議
員
：
火
災
だ
け
で
な
く
、
地
震
を
対

象
と
し
た
消
防
計
画
の
作
成
、
そ
れ
を
実
際
に
実

施
す
る
自
衛
消
防
組
織
の
設
置
の
義
務
付
け
は
大

変
重
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、
各
自
治
体
が
火
災
予

防
と
地
震
対
策
を
一
体
的
に
対
応
す
る
体
制
を
つ

く
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

☆
高
部
消
防
庁
長
官
：
今
回
の
改
正
に
よ
っ
て
火

災
予
防
と
地
震
対
策
に
か
か
わ
る
一
体
的
な
運
用

体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

予
防
担
当
職
員
に
お
け
る
地
震
対
策
に
関
す
る
知

識
、
技
能
の
確
保
、
消
防
組
織
の
広
域
化
に
よ
る

体
制
の
強
化
、
各
自
治
体
に
お
け
る
関
係
部
局
間

の
連
携
等
を
推
進
し
た
い
。

☆
二
ノ
湯
議
員
：
今
回
設
置
さ
れ
る
自
衛
消
防
組

織
に
お
い
て
、
全
体
の
中
枢
的
な
役
割
を
担
う
者

は
、
一
定
の
講
習
を
受
け
た
資
格
者
を
配
置
す
る

と
聞
い
て
い
る
が
、
具
体
的
な
資
格
者
育
成
方
法

に
つ
い
て
考
え
を
聞
き
た
い
。

☆
高
部
消
防
庁
長
官
：
講
習
の
対
象
は
、
消
火
、

通
報
連
絡
等
の
各
活
動
の
統
括
者
、
防
災
セ
ン

タ
ー
で
監
視
、操
作
等
に
従
事
す
る
防
災
セ
ン
タ
ー

要
員
等
を
予
定
し
、
そ
の
実
施
機
関
は
市
町
村
等

を
想
定
し
て
い
る
。
講
習
は
所
要
12
時
間
、
2
日

を
か
け
、
講
義
と
実
技
訓
練
を
行
う
。
講
習
の
修

了
者
は
、
消
防
法
令
上
の
資
格
者
と
し
て
認
定
さ

れ
る
。

☆
二
ノ
湯
議
員
：
消
防
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
、

事
業
所
や
各
自
治
体
の
消
防
本
部
間
で
能
力
差
が

出
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
消
防
計
画
を
有
効
に
運

用
す
る
に
は
、
消
防
庁
に
お
い
て
各
自
治
体
に
作

成
計
画
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示
す
な
ど
し
て
適
切

に
指
導
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
こ
の
法
律
は
公
布
か
ら
二
年
以
内
に
実
施
さ

れ
る
が
、
消
防
庁
に
お
い
て
各
自
治
体
の
職
員
育

成
の
た
め
に
具
体
的
な
計
画
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

☆
高
部
消
防
庁
長
官
：
消
防
庁
で
は
、
事
業
所
に

お
け
る
取
り
組
み
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
有
識

者
検
討
会
を
作
り
、
消
防
計
画
作
成
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
検
討
し
て
い
る
。
2
年
と
い
う
施

行
ま
で
の
間
に
適
切
な
運
用
体
制
を
確
保
す
べ
く
、

現
場
の
消
防
職
員
の
育
成
を
推
進
し
た
い
。

☆
二
ノ
湯
議
員
：
大
地
震
発
生
時
に
、
事
業
所
も

地
域
の
一
員
と
し
て
地
元
の
自
治
防
災
組
織
や
消

防
団
と
連
携
し
て
活
動
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
重

要
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
地
域
と
事
業
所

が
お
互
い
協
力
し
て
日
ご
ろ
か
ら
訓
練
を
行
う
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

☆
高
部
消
防
庁
長
官
：
自
衛
消
防
組
織
を
活
用
し

て
、
事
業
所
が
地
域
の
自
主
防
災
組
織
や
消
防
団

と
連
携
し
て
活
動
を
行
う
こ
と
は
、
地
域
防
災
の

観
点
か
ら
推
進
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め

に
は
、
地
域
に
お
け
る
日
ご
ろ
か
ら
の
協
力
体
制

の
構
築
が
大
切
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
先
般
、
消
防

団
の
協
力
事
業
所
の
表
示
の
マ
ー
ク
制
度
を
発
足

し
た
。
消
防
団
も
構
成
員
の
約
七
割
が
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
と
い
う
状
況
の
中
で
、
事
業
所
内
の
消
防
団

員
の
増
加
が
期
待
さ
れ
る
。
今
回
の
改
正
を
契
機

と
し
て
、
事
業
所
に
お
け
る
消
防
防
災
上
の
地
域

貢
献
の
推
進
を
図
り
た
い
。

谷
垣
新
体
制
を
支
え
る
主
な
役
員
人
事
は
、
谷

垣
会
長
に
一
任
さ
れ
、
二
ノ
湯
参
議
院
議
員
は
筆

頭
副
会
長
に
任
命
さ
れ
た
。
そ
の
他
の
委
嘱
さ
れ

た
主
な
役
員
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

4
月
28
日
の
自
民
党
京
都
府
連
定
期
大
会

の
役
員
改
選
で
幹
事
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。
微
力
で
す
が
、
谷
垣
禎
一
会
長
を
は
じ

め
、
党
員
の
皆
様
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
精

一
杯
つ
と
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
先
日
の
定
期
大
会
で
も

申
し
上
げ
ま
し
た
が
、「
信
頼
さ
れ
る
自
由
民

主
党
」
を
目
指
す
こ
と
を
、
日
頃
か
ら
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
特
に
、
①
7
月
22
日
執
行

の
参
議
院
選
挙
で
、
西
田
昌
司
候
補
の
初
当
選

に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
。
②
先
の
衆

議
院
選
挙
か
ら
、
こ
の
度
の
統
一
地
方
選
挙
ま

で
、
だ
ん
だ
ん
と
党
員
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

何
と
か
党
員
の
拡
大（
増
員
）に
取
り
組
む
こ

と
。
③
政
治
家
や
行
政
は
、
問
題
や
課
題
に
直

面
し
た
と
き
、「
問
題
を
先
送
り
す
る
」
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
先
送
り
す
る
こ
と
な
く
、
問

題
が
大
き
く
な
ら
な
い
よ
う
に
出
来
る
だ
け
早

く
解
決
に
む
け
て
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
谷
垣
府
連
会
長
を
は
じ
め
、
党
員
の
皆
様

の
絶
大
な
ご
協
力
が
必
要
で
す
。
今
後
も
自
由

民
主
党
の
発
展
の
た
め
に
努
力
を
重
ね
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
指
導
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

田中セツ子氏

府
連
幹
事
長
就
任
ご
あ
い
さ
つ

自
民
党
京
都
府
連
の
新
人
事
が
決
定

会　
　
　

長　
　

谷
垣
禎
一�

衆
議
院
議
員

幹　

事　

長　
　

田
中
セ
ツ
子�

京
都
市
会
議
員

筆
頭
副
会
長　
　

二
之
湯
智�

参
議
院
議
員

副　

会　

長　
　

清
水
鴻
一
郎�

衆
議
院
議
員

総
務
会
長　
　

田
坂
幾
太�

京
都
府
会
議
員

政
調
会
長　
　

加
藤
盛
司�

京
都
市
会
議
員

組
織
委
員
長　
　

繁
　

隆
夫�

京
都
市
会
議
員

広
報
委
員
長　
　

菅
谷
寛
志�

京
都
府
会
議
員

党
紀
委
員
長　
　

坪
内
正
一�

京
都
府
会
議
員

財
務
局
長　
　

富
き
く
お�

京
都
市
会
議
員
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二
ノ
湯
議
員
、
初
の
外
遊

ア
フ
リ
カ
諸
国
を
訪
問

アフリカ外遊日程表

二
ノ
湯
参
議
院
議
員
は
、
国
会
議
員
に
な
っ
て

初
め
て
の
外
遊
を
し
た
。
今
回
の
外
遊
は
、
ア
フ

リ
カ
外
交
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
矢
野
哲
朗

参
議
院
国
会
対
策
委
員
長
の
強
い
勧
め
で
実
現
し

た
。
4
月
28
日
か
ら
5
月
6
日
ま
で
の
短
期
間
で

あ
っ
た
が
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
・
ケ
ニ
ア
・
モ
ロ
ッ
コ

な
ど
を
訪
ね
た
。
ア
フ
リ
カ
は
さ
す
が
に
遠
く
、

飛
行
機
に
乗
る
時
間
は
長
か
っ
た
が
、
多
く
の
要

人
と
意
見
を
交
わ
し
、
有
意
義
な
旅
と
な
っ
た
。

訪
問
国
順
に
簡
単
に
印
象
を
述
べ
て
み
た
い
。

☆
ド
バ
イ（
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
）

砂
漠
の
中
に
突
如
現
れ
た
巨
大
都
市
ド
バ
イ
。

石
油
の
産
出
で
豊
富
な
資
金
が
入
る
た
め
に
、
町

中
い
た
る
と
こ
ろ
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
。
石
油
だ
け
の

収
入
に
依
存
し
て
は
将
来
性
が
な
い
た
め
に
、
観

光
都
市
、
国
際
中
継
都
市
を
目
指
し
、
空
港
の
拡

張
、
港
湾
の
整
備
に
力
を
注
い
で
い
る
。
世
界
で

一
番
高
く
な
る
800 

M
の
ビ
ル
が
韓
国
の
建
設
会

社
に
よ
っ
て
建
設
中
で
あ
る
。
数
年
後
、
ど
ん
な

町
に
な
っ
て
い
る
か
興
味
が
あ
る
。

☆
ダ
ル
エ
ス
サ
ラ
ー
ム（
タ
ン
ザ
ニ
ア
）

タ
ン
ザ
ニ
ア
は
日
本
の
2
・
5
倍
も
あ
る
が
、

国
民
所
得
は
平
均
330
ド
ル
で
非
常
に
貧
し
い
国
で

あ
る
。
日
本
で
は
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
を
政
府
開
発
援

助
の
最
重
点
支
援
国
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
大
変

親
日
的
で
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
走
っ
て
い
る
車
の
90
％

は
日
本
製
で
あ
る
。
日
本
の
国
連
常
任
理
事
国
へ

の
加
盟
も
支
持
を
表
明
、
日
本
と
の
関
係
は
経
済

的
、
政
治
的
に
緊
密
の
度
を
加
え
て
い
る
。
昨
年

7
月
に
キ
ク
ウ
ェ
テ
大
統
領
が
訪
日
し
た
。
そ
の

☆
ナ
イ
ロ
ビ（
ケ
ニ
ア
）

隣
国
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
首
都
ダ
ル
エ
ス
サ
ラ
ー
ム

と
違
っ
て
、
ナ
イ
ロ
ビ
は
大
都
会
で
あ
る
。
欧
米

や
日
本
の
大
都
市
と
全
く
変
わ
ら
な
い
。
ア
フ
リ

カ
の
都
市
と
は
思
え
な
い
。
都
市
計
画
が
整
備
さ

れ
、
町
に
は
緑
も
多
い
。
私
た
ち
は
、
キ
バ
キ
大

統
領
を
表
敬
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
こ
れ
も
ア

フ
リ
カ
通
の
矢
野
委
員
長
の
影
響
力
の
大
き
さ
を

物
語
っ
て
い
る
。
大
統
領
府
へ
の
入
場
は
、
実

に
物
々
し
く
、
非
常
に
厳
し
い
検
査
が
行
わ
れ

際
、
矢
野
委
員
長
と
親
し
い
中
山
科
学
技
術
文
化

財
団
理
事
長
が
多
額
の
寄
付
金
を
約
束
し
た
。
今

回
の
タ
ン
ザ
ニ
ア
訪
問
の
主
な
目
的
は
、
そ
の
寄

付
金
の
贈
呈
式
へ
の
出
席
と
、
来
年
日
本
で
開
催

さ
れ
る
第
4
回
ア
フ
リ
カ
会
議
へ
の
大
統
領
の
出

席
依
頼
。
タ
ン
ザ
ニ
ア
側
は
、「
寄
付
金
は
、
全
寮

制
の
中
学
校
2
校
、
医
療
セ
ン
タ
ー
、
奨
学
金
の

た
め
に
使
い
た
い
」
と
表
明
、
中
山
氏
は
「
戦
後
、

日
本
も
貧
し
か
っ
た
。
衣
食
住
も
ひ
ど
か
っ
た
。

教
育
は
国
の
将
来
を
左
右
す
る
。
子
供
た
ち
の
教

育
環
境
整
備
に
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶

し
た
。
贈
呈
式
の
後
、
日
本
側
出
席
者
は
、
キ
ク

ウ
ェ
テ
大
統
領
主
催
の
夕
食
会
に
臨
ん
だ
。

た
。
キ
バ
キ
大
統
領
は
、
ア
フ
リ
カ
の
リ
ー
ダ
ー

ら
し
く
、
風
格
の
あ
る
人
物
で
威
厳
の
あ
る
風
貌

で
あ
っ
た
。
大
統
領
は
、「
日
本
に
色
々
な
面
で

協
力
し
て
も
ら
い
感
謝
し
て
い
る
。
日
本
と
の
友

好
関
係
を
維
持
し
て
い
き
た
い
。
ケ
ニ
ア
の
国
を

も
っ
と
見
て
も
ら
い
た
い
」
と
歓
迎
の
言
葉
を
述

べ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
矢
野
委
員
長
は
「
来
年

の
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
に
は
安
倍
首
相
も
大
き
な

期
待
を
持
っ
て
い
る
。
会
議
の
成
果
を
そ
の
直

後
に
日
本
で
開
催
さ
れ
る
先
進
国
首
脳
会
議（
サ

ミ
ッ
ト
）に
つ
な
げ
た
い
。
ぜ
ひ
大
統
領
の
出
席

を
お
願
い
し
た
い
」
と
要
請
し
た
。

☆
ラ
バ
ト（
モ
ロ
ッ
コ
）

モ
ロ
ッ
コ
と
い
え
ば
日
本
で
は
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ

が
有
名
で
あ
る
。
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
は
最
大
都
市
で

あ
る
が
、
首
都
は
ラ
バ
ト
。
ラ
バ
ト
は
古
い
町
並

で
ア
フ
リ
カ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
と
は
ほ
ど
遠
い
。

中
東
も
し
く
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
町
と
い
う
雰
囲
気

で
あ
る
。
モ
ロ
ッ
コ
は
、
タ
コ
・
イ
カ
・
鯛
等
の

漁
場
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
日
本
に
も
多
く
輸
入
さ

れ
て
い
る
。
一
行
は
ベ
ナ
イ
ッ
サ
外
務
協
力
大
臣

を
訪
ね
た
。
大
臣
は
「
自
由
と
民
主
主
義
の
価
値

を
共
有
す
る
日
本
と
仲
良
く
し
た
い
。
で
き
れ

ば
、
日
本
の
都
市
と
姉
妹
都
市
を
結
び
た
い
。」

と
語
っ
た
。
矢
野
委
員
長
は
、「
参
議
院
で
は
政

府
開
発
援
助
政
策
を
重
視
す
る
方
針
を
打
ち
出
し

て
い
る
。
議
員
交
流
を
促
進
し
、
成
果
を
上
げ
た

い
。」
と
述
べ
、
さ
ら
に
「
来
年
の
ア
フ
リ
カ
開

発
会
議
に
モ
ロ
ッ
コ
首
相
も
出
席
し
て
欲
し
い
」

と
求
め
た
。

午前 午後

4月28日㈯ ★成田発

★アラブ首長国連邦
（ドバイ）着
★総領事での夕食懇
談会

4月29日㈰
★タンザニア（ダル
エスサラーム）着
★キクウェテ大統領
表敬

4月30日㈪
★メンベ外相との会
談

★シッタ教育・職業
訓練大臣との会談

★ムクロ財務大臣と
の会談
★ンガソングワ大臣
主催夕食会

5月 1 日㈫
★ケニア（ナイロビ）
着

★宮村大使主催昼食
会

★キムニャ財部大臣
と会談
★キトゥイ貿易産業
大臣主催夕食会

5月 2 日㈬
★キバキ大統領表敬

★ムルンギ・エネル
ギー相と会談

★ムワクウェレ運輸
相
★ケニア要人と宮村
大使主催夕食会

5月 3 日㈭ ★モロッコ（カサブ
ランカ）着

★ ベ ン・ ヤ ヒ ア
AMU事務局長主
催昼食会
★ベナイッサ外務・
協力大臣との会談

5月 4 日㈮
★オカチャ参議院議
長会談

★ラディ衆議院議長
との会談

★フランス（パリ）着

★大使公邸夕食会

ケニア大統領府にて（キバキ大統領と）

タンザニア・キクウェテ大統領と
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・日　　時：5月27日㈰　（雨天決行）
・出発時刻：午前8時30分（時間厳守）

・集合場所：中央信用金庫西院支店前
　　　　　　（西大路四条西入ル）
　　　　　　阪急西院駅西へ150m北側
・参 加 費：2,300円（当日徴収）
　　＊つり銭のいらないようにご用意下さい

【バス代・昼食〈山菜弁当〉代含む】
（飲み物は各自持参）

・申込締切：5月21日㈪ ＊当日の受付はできません。
定員になり次第締切ります。

・申込方法：二ノ湯事務所まで電話又はFAXで
お申込ください。
TEL 315−2228　FAX 315−2310

・コース：西院→ウッディー京北（朝市フリーマー
ケット）→常照皇寺→美山かやぶきの里→（昼
食）→自然文化村→かやぶきの里出発（午後2時
30分頃）→西院（午後4時30分頃）

持ち物：レジャーシート・水筒・（雨天の場合は雨具）
⃝ �京北の朝市と、自然と庭園がすばらしい常照皇寺。新緑

の美山かやぶきの里ではボランティアガイドによる説明も
あります。かやぶきの里から由良川清流沿いに懐かしい日
本の風景を楽しみながら、新鮮な山菜など古里の味を楽
しむ湯歩会です。

● 代表世話人　北村好司郎　☎075-313-8758
　　　　　　　　　　（当日）090-1956-7460

第171回
みんなで歩こう湯歩会

新樹の美山かやぶきの里・京北へ

    

歩
く
こ
と
は
健
康
の
基
本

第170回
みんなで歩こう湯歩会（参加者78名）

植物園園内にて

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」
の発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活動を
ご支援いただける会員を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主張に

ご賛同いただき、ご入会下さいますようお
願い申し上げます。

新政経懇話会　年会費　1万円

入会申込・お問い合わせ先

二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

新
し
い
戦
力
に

楫か
じ

さ
ん
と
高
田
く
ん

「えとす」購読のお願い

口座名：みんなで政治を考える会

ホームページを開設いたしました

毎月一回の発行です。
月刊誌「えとす」は

毎月ご希望の方は、郵便口座振替にて、
ぜひお申し込み下さい
年間購読料　1200円

郵便振替口座　01000－4－62360

二ノ湯さとし事務所
電話　075-315-2228

̶　お問い合わせ先　̶

http://www.ninoyusatoshi.com

一
、
景
気
回
復
が
ま
だ
ま
だ
全
国
的
に
波
及
し
て

い
な
い
と
言
い
な
が
ら
観
光
地
は
大
賑
わ
い
。
し

今
年
一
月
か
ら
二
ノ
湯
さ
と
し
事
務
所
の
新
し

い
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
京
都
事
務
所
に
楫
弓
子
さ

ん
と
東
京
事
務
所
に
高
田
治
樹
く
ん
が
加
わ
り
ま

し
た
。
楫
さ
ん
は
右
京
少
年
野
球
振
興
会
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
献
身
的
に
活
動
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
高
田
く
ん
は
大
学
卒
業
し
た
ば
か
り
で
、
京

都
の
為
に
何
か
で
き
な
い
か
と
日
々
意
気
込
ん
で

い
ま
す
。
現
職
の
職
員
同
様
お
引
き
立
て
の
程
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

か
も
、
今
年
の
連
休
の
海
外
へ
の
出
国
者
数
は
昨

年
と
も
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。

一
、
私
も
連
休
中
、
海
外
出
張
を
し
た
。
ア
フ
リ

カ
の
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
ケ
ニ
ア
、
モ
ロ
ッ
コ
を
回
っ

て
き
た
。
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
ケ
ニ
ア
は
今
な
お
、
黄

熱
病
の
予
防
注
射
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
注
射
は

副
作
用
が
強
い
と
聞
い
て
い
た
が
、
一
週
間
程
、

頭
の
だ
る
さ
が
消
え
な
か
っ
た
。

一
、
予
防
注
射
を
し
た
と
言
っ
て
も
、
蚊
や
虫
に

刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
蚊
取
り
線
香
と
虫
除
け
ス

プ
レ
ー
を
持
参
し
た
が
、
宿
泊
先
は
何
れ
も
近
代

的
な
ホ
テ
ル
で
、
結
局
使
う
必
要
が
な
か
っ
た
。

一
、
郷
に
入
れ
ば
、
郷
に
従
え
と
言
う
。
外
国
へ

行
け
ば
、
出
来
る
だ
け
現
地
料
理
を
食
べ
て
、
そ

の
地
の
食
文
化
に
触
れ
よ
う
と
思
う
が
、
モ
ロ
ッ

コ
で
出
さ
れ
た
羊
の
脳
み
そ
に
は
箸
を
伸
ば
す
こ

と
が
出
来
な
か
っ
た
。

一
、
統
一
地
方
選
挙
で
、
せ
っ
か
く
当
選
し
な
が

ら
、
逮
捕
さ
れ
た
人
が
出
た
。
今
時
、
買
収
や

供
応
を
し
て
選
挙
を
戦
う
よ
う
な
候
補
者
は
い
な

い
。
大
抵
の
場
合
、
選
挙
法
を
良
く
理
解
し
て
い

な
い
不
注
意
な
違
反
が
多
い
。
事
前
に
説
明
会
を

開
き
、
候
補
者
陣
営
に
選
挙
法
を
徹
底
さ
せ
る
必

要
を
改
め
て
感
じ
た
。

一
、
高
校
野
球
連
盟
の
調
査
で
、
多
く
の
高
校
で

特
待
生
制
度
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
そ
れ
が
規
約
違
反
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
今

ま
で
他
府
県
か
ら
の
有
力
選
手
の
越
境
入
学
、
特

待
生
扱
い
は
当
り
前
で
な
か
っ
た
の
か
。
な
ぜ
、

今
頃
に
な
っ
て
大
騒
ぎ
し
て
い
る
の
か
。
私
に
は

理
解
で
き
な
い
。

一
、
長
女
が
今
年
、
大
学
を
卒
業
し
て
社
会
人
と

な
っ
た
。
4
人
の
子
供
の
う
ち
、
初
め
て
の
会
社

勤
め
で
あ
る
。
朝
早
く
起
き
て
、
出
掛
け
て
行
く

が
、
し
っ
か
り
頑
張
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
う
ば

か
り
で
あ
る
。
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二ノ湯しんじ事務所開設
4月8日執行された統一地方選挙

で右京区より府会議員に当選した二
ノ湯しんじ君の事務所は選挙事務所
と同じ場所で開設することになりま
した。お気軽にお立寄り下さい。

住所：京都市右京区太秦多藪町44-1
（大映通り商店街）

電話　075−862−1355
FAX　075−862−1350


